
の
よ
う
に
体
制
を
構
築
し
て
い
く
の
か
。

中学校での部活動

　
　

教
育
委
員
会
と
市
長
部
局
が
連
携

し
、
競
技
団
体
な
ど
と
仕
組
み
づ
く
り

の
検
討
や
情
報
共
有
を
行
う
他
、
民
間

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
も
協
力
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。（
教

育
長
）

　
　

障
が
い
を
持
つ
方
に
相
談
支
援
を

行
う
事
業
所
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
頼

れ
る
存
在
だ
が
、
業
務
量
に
見
合
わ
な

い
報
酬
体
系
に
よ
り
運
営
が
厳
し
い
。

一
定
の
質
を
保
つ
に
は
、
報
酬
体
系
の

充
実
に
本
市
と
し
て
独
自
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

本
市
で
は
報
酬
算
定
の
対
象
外
の

業
務
を
区
が
担
っ
て
い
る
。
事
業
所
数

の
増
加
に
報
酬
単
価
の
改
善
は
必
要
で

あ
り
、
引
き
続
き
国
に
要
望
し
て
い
く
。

給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
促
進
と

　

デ
ジ
タ
ル
・
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
推
進

佐
藤　

誠
（
新
潟
市
公
明
党
）

　
　

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
つ
人
は
増
え
て

い
る
が
、
給
水
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
十

分
に
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
マ
イ
ボ
ト

ル
の
普
及
促
進
の
た
め
に
、
本
市
に
お

い
て
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
を
促
進
す

今
後
の
企
業
立
地
プ
ラ
ン
と

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
自
治
体
認
証

吉
田　

孝
志（

翔
政
会
）

　
　

平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
、
民
間

主
導
の
手
法
に
よ
り
新
た
な
工
業
用
地

の
創
出
を
重
点
施
策
に
掲
げ
取
り
組
ん

で
き
た
企
業
立
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
次
の
準
備

を
始
め
る
時
期
だ
と
思
う
が
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

企
業
立
地
プ
ラ
ン
が
終
期
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
企
業
立
地
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
。
企
業
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
、
本
市

経
済
の
持
続
的
発
展
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

本
市
が
国
内
で
初
め
て
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
自
治
体
認
証
を
受
け
た
こ

と
は
、
田
園
型
環
境
都
市
と
し
て
世
界

か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
誇
り

に
受
け
止
め
る
。
こ
の
認
証
を
得
た
こ

と
で
期
待
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

ラムサール条約登録湿地の佐潟（西区）

　
　

認
証
を
受
け
る
こ
と
で
田
園
型
環

境
都
市
と
し
て
国
内
外
に
広
く
周
知
す

る
こ
と
が
で
き
、
本
市
の
魅
力
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

生
理
の
貧
困
問
題
へ
の
具
体
的
対
応
と

　

鳥
屋
野
逆さ

か
さ

ダ
ケ
の
藪や

ぶ

に
つ
い
て

小
野　

照
子（

翔
政
会
）

　
　

生
理
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
、
現

在
、
本
市
で
は
、
学
校
の
保
健
室
に
生

理
用
品
を
置
い
て
あ
る
こ
と
や
気
軽
に

相
談
で
き
る
こ
と
を
周
知
す
る
内
容
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
全
て
の
学
校
の

ト
イ
レ
内
に
掲
示
す
る
対
応
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

夏
休
み
明
け
以
降
、
各
区
か
ら
数

校
で
の
モ
デ
ル
実
施
と
し
て
、
市
立
学

校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
配
置
す
る

準
備
を
進
め
、
加
え
て
、
教
育
的
効
果

に
つ
な
げ
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

（
教
育
長
）

　
　

国
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
鳥

屋
野
逆
ダ
ケ
の
藪
は
、
文
化
財
的
価
値

の
あ
る
地
域
の
宝
で
あ
り
、
こ
れ
を
守

る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
と
の
関
わ
り

が
大
切
で
あ
る
。
地
域
住
民
と
逆
ダ
ケ

の
藪
の
関
わ
り
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

鳥屋野逆ダケが生育している竹藪（中央区）

　
　

地
元
自
治
会
か
ら
管
理
・
環
境
美

化
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
地
域
や

多
様
な
主
体
と
連
携
し
、
地
域
の
魅
力

向
上
に
資
す
る
活
用
を
進
め
て
い
く
。

市
内
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
消
費
拡
大
と

官
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

内
山　

幸
紀

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

本
県
と
言
え
ば
米
・
コ
シ
ヒ
カ
リ

と
言
わ
れ
る
が
飲
食
業
や
宿
泊
業
、
コ

ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
や
弁
当
な
ど
で
あ

ま
り
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
残
念
で
あ
る
。

市
内
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
市
内
消
費
を
高

め
る
制
度
や
政
策
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

令
和
４
年
３
月
時
点
で
、
２
８
５

店
舗
の
飲
食
店
な
ど
を
地
産
地
消
推
進

の
店
に
認
定
し
、
市
内
産
農
産
物
の
魅

力
創
出
と
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
　

静
岡
県
裾
野
市
で
は
「
ヒ
ト
中
心

の
街
」
「
実
証
実
験
の
街
」
「
未
完
成
の

街
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
た
ウ
ー

ブ
ン
・
シ
テ
ィ
構
想
を
ト
ヨ
タ
自
動
車
と

連
携
で
進
め
て
い
る
。
官
民
連
携
で
短

期
・
中
期
・
長
期
的
視
点
で
の
支
援
や

市
内
全
体
の
波
及
効
果
を
促
す
素
晴
ら

し
い
取
り
組
み
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
官

民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
ク
リ
エ
ー

テ
ィ
ブ
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
施
策

の
推
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
と

　

障
が
い
者
相
談
支
援
専
門
員

高
橋　

聡
子

（
民
主
に
い
が
た
）

　
　

令
和
５
年
度
か
ら
始
ま
る
部
活
動

の
地
域
移
行
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
多

様
な
体
験
機
会
の
確
保
と
教
員
の
多
忙

化
解
消
が
期
待
さ
れ
る
。
地
域
移
行
に

当
た
り
、
活
動
場
所
、
指
導
者
の
確
保

に
組
織
横
断
的
に
取
り
組
む
べ
き
。
ど

べ
き
。
新
た
な
新
潟
駅
の
観
光
案
内
セ

ン
タ
ー
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

多
く
の
市
民
が
訪
れ
る
場
所
へ
の

給
水
ス
ポ
ッ
ト
設
置
は
、
マ
イ
ボ
ト
ル

の
利
用
推
進
に
有
効
な
た
め
、
他
都
市

の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

避
難
行
動
計
画
を
時
系
列
に
整
理

し
た
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
誰
で
も

簡
単
に
作
成
で
き
、
災
害
時
に
は
警
戒

レ
ベ
ル
に
応
じ
本
人
へ
プ
ッ
シ
ュ
通
知

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な
避
難
に

つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
・
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
推
進
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
・
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
は
、
本
市
活
用
の
防
災
ア
プ
リ
で
も

作
成
可
能
な
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

自
治
会
へ
の
説
明
時
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
捉
え
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

●マイ・タイムライン
　水害に備えて、前もって自分
のとるべき行動を整理し、時間
軸にまとめたオリジナルの避難
行動計画である。
　自宅の災害リスクや家族構成
により「いつ」「何を準備し
て」「どのタイミングで」「ど
こに逃げるか」が明確となり、
いざという時に慌てずに行動す
ることができる。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
へ
の
対
応
と

　

炭
素
予
算
の
枯
渇

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　
　

ロ
シ
ア
の
侵
攻
に
よ
り
深
刻
な
状

況
が
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
暮
ら
し
、
雇
用
、

医
療
や
言
語
、
子
ど
も
の
教
育
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
な
ど
の
課
題
が
考

え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
見
通
し
や
方
向

性
、
支
援
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

今
後
多
く
の
避
難
民
の
受
け
入
れ

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
行
政
手
続
や

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く
り
が

最
大
の
課
題
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

温
暖
化
・
気
候
危
機
対
策
に
つ
い

て
、
地
球
の
気
温
上
昇
を
一
定
レ
ベ
ル

に
抑
え
る
た
め
に
人
類
に
残
さ
れ
た
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
炭
素
予
算
と
い

う
が
、
現
在
の
排
出
量
と
削
減
実
績
か

ら
推
計
す
る
と
、
ど
れ
く
ら
い
で
枯
渇

す
る
計
算
に
な
る
か
。

　
　

産
業
革
命
以
前
か
ら
の
気
温
上
昇

を
１
・
５
度
未
満
に
抑
え
よ
う
と
し
た

場
合
の
残
り
の
炭
素
予
算
は
、
国
も
本

市
も
２
０
２
７
年
ご
ろ
に
は
枯
渇
す
る

と
算
定
さ
れ
る
。

二
期
目
を
目
指
す

　

中
原
市
長
の
考
え
に
つ
い
て

美
の　

よ
し
ゆ
き

（
翔
政
会
）

　
　

市
の
主
要
３
基
金
の
総
額
が
１
０

０
億
円
に
達
す
る
こ
と
は
、
市
長
３
年

の
実
績
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。
そ
の

上
で
、
本
市
の
発
展
の
た
め
に
ど
う
投

資
す
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
市
長
は

「
人
と
産
業
へ
の
投
資
を
進
め
る
。」

と
の
こ
と
だ
が
、
産
業
の
基
礎
と
な
る

技
術
発
展
に
つ
い
て
方
針
を
伺
う
。

　
　

企
業
の
生
産
性
の
向
上
や
持
続
可

能
な
成
長
を
図
る
た
め
、
産
学
の
連
携

に
よ
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
新
た
な
技
術
開

発
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

円
安
に
対
し
て
、
経
済
対
策
は
急

務
で
あ
る
。
輸
出
産
業
に
は
有
利
に
働

く
円
安
だ
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
最

終
輸
出
産
業
が
少
な
く
、
円
安
の
恩
恵

を
受
け
に
く
い
。
民
間
企
業
へ
の
海
外

販
路
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
に
向
け
、

輸
出
へ
の
挑
戦
を
再
開
し
た
い
と
の
企

業
ニ
ー
ズ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
台
湾
お

よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
バ
イ
ヤ
ー
と

商
談
会
開
催
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

▼
一
般
質
問
者
は
20
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼


の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

にいがた市議会だより 2令和４年（2022年）８月７日
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